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白 露 の 候 、 皆 様 に お か れ ま し て は 、 ま す ま す ご 清 栄 の こ と

と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。  

今 月 は 、テ ニ ス の 記 事 で は あ り ま せ ん (>_<)。さ す が に こ の

暑 さ 、 テ ニ ス は ２ 回 で 止 め て お き ま し た （「 ２ 回 や っ た ん か

い ！ 」 っ て ツ ッ コ ま れ そ う で す が … ）。  

と こ ろ で 、今 月 号 、気 づ き ま し た か ？『 Ｎ Ｏ .１ ４ ４ 』で す 。

２ ０ ０ ５ （ 平 成 １ ７ ） 年 の １ ０ 月 か ら 始 め た の で 、 ま る １ ２

年 で す !(^^)!。最 初 は Ａ ４ 用 紙 に ２ 枚 。記 事 も ２ つ 。近 況 報 告（ ？ ）も な し 。も ち ろ

ん 写 真 も な し … 。写 真 は 、２ ０ ０ ９（ 平 成 ２ １ ）年 の ２ 月 号 か ら で し た 。そ れ を 考 え

る と 、今 は 内 容 が 充 実 し た の か ど う か … 。近 況 報 告 は 明 ら か に ネ タ 切 れ で す が (T_T)。  

ネ タ 作 り プ ラ ス ９ 月 の テ ニ ス シ ー ズ ン に 向 け て リ フ レ ッ シ ュ ！ ス ー パ ー 銭 湯 に 行

っ て き ま し た (^^)/。 も と も と お 風 呂 大 好 き 人 間 な の で す が 、 休 日 は テ ニ ス で 時 間 が

つ ぶ れ て 、温 泉 や 銭 湯 に 行 く 機 会 が あ り ま せ ん 。大 き な お 風 呂 に 入 る の は 本 当 に 久 し

ぶ り で す （ お 風 呂 掃 除 も い ら な い し … ）。  

ま ず は 場 所 選 び 。近 く の 芦 屋 市 立「 あ し や 温 泉 」は 、銭 湯 な の で サ ウ ナ や 露 天 風 呂

が あ り ま せ ん 。民 間 の「 水 春 」は 、今 ど き の ス ー パ ー 銭 湯 で す が 、な に ぶ ん 高 い の で

却 下 。ネ ッ ト で 検 索 し て い る と 尼 崎 に「 蓬 川 温 泉・み ず き の 湯 」と い う の を 見 つ け ま

し た 。ま だ 新 し く て 施 設 も 充 実 し て い ま す 。料 金 も 割 と リ ー ズ ナ ブ ル で す（ 大 人 ７ ５

０ 円 ＜ 岩 盤 浴 は 別 途 ８ ０ ０ 円 ＞ ）。 岩 盤 浴 な し の コ ー ス に し ま し た が 、 気 分 は ウ キ ウ キ で す 。 

着 替 え て サ ウ ナ へ 直 行 。そ の あ と も サ ウ ナ に ２ 回 、マ ッ サ ー ジ 用 の 塩 が 置 い て あ る サ ウ ナ

に １ 回 （ 顔 に 塩 を 塗 っ た ら ヒ リ ヒ リ し た の で １ 回 で 終 わ り (*_*)）。 電 気 風 呂 に ３ 回 （ テ ニ ス

の た め に 入 念 に マ ッ サ ー ジ ）。 も ち ろ ん 露 天 風 呂 や 五 右 衛 門 風 呂 に も 入 っ て き ま し た (^^)v。

お 湯 は 炭 酸 泉 で シ ュ ワ シ ュ ワ な 感 じ で す 。 休 憩 室 で 漫 画 を 読 ん で 少 し 寝 た ら あ っ と い う 間 に

夕 方 で す 。 そ の あ と 、 ま た お 風 呂 に 入 っ て 寝 汗 を 流 し ま し た 。 昼 過 ぎ か ら 夕 方 ま で の ん び り

で き ま し た 。 ま た 行 き た い で す ね (^^)。 皆 様 は 、 こ の 夏 ど の よ う に 過 ご さ れ ま し た か ？  

で は 、事 務 所 だ よ り ９ 月 号 を お 送 り し ま す 。９ 月 も 暑 そ う で す 。お 体 に は 十 分 お 気 を 付 け

く だ さ い 。  

 

 

☆  お 知 ら せ （ 平 成 ２ ９ 年 ９ 月 の 税 務 ）  

 

期   限  項   目  

9 月 1 1 日   8 月 分 源 泉 所 得 税 ・ 住 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 納 付  

 
7 月 決 算 法 人 の 確 定 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ ( 法 人 事 業 所 税 ) ・ 法 人 住 民 税 ＞  

 
1 月 、 4 月 、 7 月 、 1 0 月 決 算 法 人 の 3 月 ごと の 期 間 短 縮 に係 る確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 1 月 ごと の 期 間 短 縮 に係 る確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
1 月 決 算 法 人 の 中 間 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ 法 人 住 民 税 ＞ ( 半 期 分 )  

 
消 費 税 の 年 税 額 が 4 0 0 万 円 超 の 1 月 、 4 月 、 1 0 月 決 算 法 人 の 3 月 ご と の 中 間 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

1 0 月 2 日  

 

消 費 税 の 年 税 額 が 4 , 8 0 0 万 円 超 の 6 月 、 7 月 決 算 法 人 を除 く法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 1 月 ごと の

中 間 申 告 ( 5 月 決 算 法 人 は 2 ヶ 月 分 )  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

 

 ☆  年 金 受 給 資 格 期 間 10 年 で 受 給 可 能 に   

 

◆  資 格 期 間 10 年 で 年 金 受 給 で き る  

今 ま で 老 齢 年 金 を 受 給 で き る 年 金 受 給 資 格 期 間 は 原 則 25 年 以 上 必 要 で し た が 、平 成 29 年 8

月 よ り 10 年 以 上 と な り ま し た 。資 格 期 間 が 25 年 未 満 で 年 金 を 受 給 で き な か っ た 方 も 、期 間 が

10 年 以 上 あ れ ば 受 け 取 れ る よ う に な り ま し た 。 受 給 資 格 期 間 に は 保 険 料 を 納 め た 期 間 の 他 、

加 入 し て い た と み な さ れ る 期 間 も 含 め て 合 算 さ れ ま す 。  

 

① 国 民 年 金 保 険 料 を 納 め た 期 間 や 免 除 期 間  

② サ ラ リ ー マ ン で 船 員 保 険 を 含 む 厚 生 年 金 保 険 や 共 済 組 合 の 加 入 期 間  

③ 年 金 制 度 に 加 入 し て い な く と も 資 格 期 間 に 加 え ら れ る 合 算 対 象 期 間 （ カ ラ 期 間 ）  

 

こ れ ら の 期 間 を 合 計 し た も の が 「 資 格 期 間 」 で す 。 資 格 期 間 が 10 年 （ 120 月 ） 以 上 あ れ ば

年 金 が 受 け 取 れ る よ う に な り ま し た が 、 年 金 の 額 は 40 年 間 保 険 料 を 納 め た 場 合 が 満 額 で 保 険

 

 

電 気 風 呂 で す 。ビ リ ビ リ 、キ

ツ か っ た で す 。意 地 に な っ て

浸 か っ て ま し た 。  

こ こ は 、 塩 が 置 い て あ る サ

ウ ナ で す 。 塩 は 顔 に 塗 る も

の で は な い ら し い … 。 写 真

は す べ て ホ ー ム ペ ー ジ か ら  

歩 い て 廻 る お 風 呂 で す 。足 裏

マ ッ サ ー ジ が で き る み た い

で す 。こ こ は 唯 一 入 り ま せ ん

で し た 。 次 回 の 楽 し み に ！  
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料 を 納 め た 期 間 に 応 じ て 支 給 さ れ ま す 。  

 

◆  対 象 と な る 方 の 手 続 き  

期 間 が 足 り な か っ た 方 で 資 格 期 間 が 10 年 以 上 25 年 未 満 の 方 に は 、日 本 年 金 機 構 よ り 年 金 請

求 書 が 生 年 月 日 毎 に 平 成 29 年 の 初 め よ り 既 に 次 の よ う に 送 付 さ れ て い ま す 。  

 

① 2 月 下 旬 ～ 3 月 下 旬  

大 正 15 年 4 月 2 日 ～ 昭 和 17 年 4 月 1 日 生 ま れ  

② 3 月 下 旬 ～ 4 月 下 旬  

昭 和 17 年 4 月 2 日 ～ 昭 和 23 年 4 月 1 日 生 ま れ  

③ 4 月 下 旬 ～ 5 月 下 旬  

昭 和 23 年 4 月 2 日 ～ 昭 和 26 年 7 月 1 日 生 ま れ  

④ 5 月 下 旬 ～ 6 月 下 旬  

昭 和 26 年 7 月 2 日 ～ 昭 和 30 年 10 月 1 日 生 ま れ の 女 性 及 び 昭 和 30 年 8 月 1 日 生 ま れ の 男 性  

⑤ 6 月 下 旬 ～ 7 月 上 旬  

昭 和 30 年 10 月 2 日 ～ 昭 和 32 年 8 月 1 日 生 ま れ の 女 性 及 び 大 正 15 年 4 月 1 日 以 前 生 ま れ  

 

◆  該 当 す る 方 は 手 続 を 忘 れ ず に  

現 段 階 で 資 格 期 間 10 年 以 上 25 年 未 満 の ほ ぼ 全 員 に 送 付 さ れ て い る は ず で す の で 確 実 に 年 金

請 求 書 を 提 出 し た い も の で す 。 8 月 分 （ 10 月 に 支 給 ） よ り 受 給 で き ま す 。 な お 、 加 入 期 間 10

年 未 満 の 方 に も 年 内 に は お 知 ら せ が 届 く 予 定 で す 。  

 

 

 ☆  増 税 後 の 相 続 が と う と う タ ー ゲ ッ ト に   

 

国 税 当 局 の 一 斉 人 事 異 動 か ら し ば ら く 経 ち 、当 局 が 本 格 的 に 税 務 調 査 に 取 り 組 む 時 期 に な り

ま し た 。相 続 税 で は 、基 礎 控 除 額 が 引 き 下 げ ら れ た 平 成 27 年 分 の 相 続 が 調 査 対 象 に な り ま す 。

マ ン パ ワ ー 不 足 を 嘆 く 国 税 当 局 が 調 査 数 を 急 増 さ せ る こ と は 考 え に く い の で す が 、課 税 対 象 者

は 一 気 に 増 え て お り 、調 査 先 選 定 や 調 査 自 体 の 質 を 高 め て「 取 れ る と こ ろ か ら 取 る 」と い う 姿

勢 を 強 め る こ と は 間 違 い あ り ま せ ん 。  

 

国 税 庁 が 昨 年 11 月 に ま と め た 最 新 の 調 査 実 績 報 告 書 に は 、 平 成 27 事 務 年 度 （ 27 年 7 月 ～

28 年 6 月 ）の 相 続 税 調 査 は「 平 成 25 年 に 発 生 し た 相 続 を 中 心 に 実 施 し た 」と 記 さ れ て い ま す 。

こ の 年 に 限 っ た こ と で は な く 、過 去 の 報 告 書 を 見 て も 、調 査 は 発 生 か ら 2 年 以 上 経 過 し た 相 続

を 対 象 に し て い る こ と が 分 か り ま す 。 相 続 税 が 増 税 と な っ た 平 成 27 年 に 発 生 し た 相 続 は 、 29

事 務 年 度 、 つ ま り 今 年 7 月 ～ 来 年 6 月 に 本 格 的 に 調 査 さ れ る こ と に な り ま す 。  

 

相 続 税 の 基 礎 控 除 額 が 引 き 下 げ ら れ た 影 響 に よ り 、 平 成 27 年 に 相 続 税 の 課 税 対 象 に な っ た

相 続 は 前 年 か ら 1.8 倍 に 増 え 、 10 万 3043 件 と な り ま し た 。 こ こ 数 年 の 相 続 税 調 査 数 が 1 万 2

千 件 で あ る こ と を 考 え る と 、 今 年 度 も 同 数 で あ れ ば 、 納 税 額 が あ る 相 続 8～ 9 件 の う ち 1 件 は

調 査 対 象 に な り ま す 。 財 産 が 少 な い か ら と 言 っ て 安 心 は で き ま せ ん 。  

 

 

 ☆ ど の 資 格 も 受 験 者 数 減 … 税 理 士 試 験 は ？    

 

◆  7 年 間 で 3 割 減 少 し た 税 理 士 試 験 申 込 者 数  

毎 年 8 月 は 、 年 に 一 度 の 税 理 士 試 験 。 今 年 （ 第 67 回 ） も 全 国 14 か 所 の 試 験 会 場 で 8 月 8

日 ～ 10 日 の 日 程 で 実 施 さ れ ま し た 。 台 風 5 号 の 影 響 も あ り 、 悪 天 候 の 中 で 試 験 に 臨 ま れ た 方

も 多 か っ た は ず 。 受 験 生 の み な さ ん は 本 当 に お 疲 れ さ ま で し た 。  

国 税 審 議 会 公 表 の 今 回 の 受 験 申 込 数 は 4.1 万 人 。他 の 資 格 試 験 同 様 に 、税 理 士 試 験 も 減 少 傾

向 に あ り ま す 。 平 成 23 年 に は 約 6 万 人 の 申 込 み が あ り ま し た の で 、 7 年 の 間 に 約 7 割 に 減 少

し た と い う こ と に な り ま す 。  

 

◆  働 き な が ら 1.4 科 目 受 験 が 一 般 的 受 験 者 像  

税 理 士 試 験 は 、よ く「 働 き な が ら 受 け る こ と が で き る 資 格 試 験 」の 代 表 格 と い わ れ て い ま す 。

こ の 試 験 が「 科 目 選 択 制 度 」と「 科 目 合 格 制 度 」と い う 特 徴 を 持 っ て い る か ら で す 。税 理 士 試

験 は 11 科 目 中 5 科 目 合 格 す れ ば よ い 試 験 。必 ず 選 択 し な け れ ば な ら な い「 必 修 科 目 」（ 簿 記 論・

財 務 諸 表 論 ） や 、 ど ち ら か を 選 択 し な け れ ば な ら な い 「 選 択 必 修 科 目 」（ 法 人 税 法 又 は 所 得 税

法 ）は あ り ま す が 、基 本 的 に は 難 易 度 や 勉 強 量 、将 来 の 必 要 性 に 応 じ 、受 験 の プ ラ ン ニ ン グ が

で き ま す 。科 目 の 合 格 率 は 10～ 15％ で す が 、5 科 目 と い っ て も す べ て 同 時 に 受 験 す る 必 要 は な

く 、一 度 合 格 し た 科 目 に 有 効 期 限 は あ り ま せ ん の で 、働 き な が ら 一 科 目 ず つ 確 実 に 合 格 し て い

け ば よ い わ け で す（ 昨 年 の 平 均 受 験 科 目 数 は 1.38 科 目 ）。病 気 、転 職 、子 育 て や 介 護 な ど で 勉

強 を 中 断 し て も 受 験 を 続 け る こ と も で き ま す 。  

今 年 で 67 年 も 実 施 さ れ て い る と い う 実 績 が あ る こ と か ら 、 一 科 目 合 格 で も 、 履 歴 書 に 書 く

こ と が で き る の は 魅 力 の 一 つ で す 。  

 

◆  Ｈ Ｐ か ら 読 め る ？ 若 者 は 長 い 受 験 期 間 を 敬 遠  

こ の よ う な 試 験 で あ る こ と か ら 、税 理 士 試 験 は「 受 験 期 間 が 長 く な り が ち 」と い う 一 面 を も

っ て い ま す 。資 格 の 専 門 学 校 は「 短 期 合 格 」を 宣 伝 し て い ま す が 、国 税 庁 Ｈ Ｐ の 統 計 を 読 め ば 、

容 易 で な い こ と が 分 か り ま す （ 机 上 で は 、 年 受 験 科 目 数 1.38×合 格 率 12％ ＝ 期 待 値 約 0.17。

5 科 目 ÷0.17＝ な ん と 約 29 年 ）。10 年 以 上 か け て の 合 格 は ザ ラ で す 。こ れ で は 若 い 方 に 敬 遠 さ

れ て し ま い ま す 。  

実 際 、 41 歳 以 上 の 受 験 生 の 5 年 間 の 統 計 は 1.1 万 人 と 横 ば い で す が 、 25 歳 以 下 の 受 験 生 は

7.7 千 人 か ら 4.5 千 人 と 約 4 割 減 （ 会 計 科 目 受 験 生 も 4 割 減 で す ）。 最 近 は 若 い 税 理 士 の 先 生

の 中 で 、大 学 院 に 通 わ れ た「 試 験 免 除 組 」が 増 え て い る 気 も し ま す 。私 ？ も ち ろ ん 5 科 目 受 験

し て 合 格 し て い ま す よ ！  

西 田 成 希 税 理 士 事 務 所  
〒 6 5 9－ 0 0 5 3  

兵 庫 県 芦 屋 市 松 浜 町 6 番 1 4－ 2 号  

電 話   0 9 0－ 7 4 9 0－ 7 3 9 6  

F A X    0 7 9 7－ 7 8－ 6 4 8 8  


